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今月は、落としたサイフが、無事に戻ってきた幸運な実習生、李壮

壮さんを紹介します。 

月曜日の早朝、とても慌てた様子で教務室に現れた李さん。「先生、

私の在留カード、お金がありません。サイフがありません・・。」話を

聞くと、前日の日曜日に買い物に行った帰りに、落としてしまったら

しいとのこと。直ぐに最寄の交番へ行って事情を話すと、なんと、交

番に李さんのサイフが！結構な額の現金が入っていたにもかかわら

ず、中身も全て無事に手元へ。李さんの表情に笑顔が戻り、「先生、あ

りがとうございます。日本は凄いです！凄いです！」と大喜び。 

 李さん、本当に良かったですね。でも、これからは貴重品の管理に

は気をつけましょう！ 
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 6 月に入り、関東地方は、早くも梅雨入りしましたが、入梅直後に暑さが厳しくなるなど、「日本は今、夏
だ」と思っている実習生も多いようです。実際に、日本の季節は、「はる・なつ・あき・ふゆ」の４つと、勉
強してくる実習生が多く、授業で「つゆ（梅雨）」という季節があることを教えると、多くの皆さんが驚きま
す。また、この時期日本人にとっては、ジメジメと蒸し暑い季節と感じますが、特に東南アジアからの実習生
の皆さんにとっては、「太陽の日差しが少なく、過ごし易い季節」と感じることもあるようです。 
しかし、梅雨時期は、食品衛生管理、部屋の除湿・除菌など、来日したての実習生の皆さんが、体調を管理

していく上で超えなければならないハードルが高いのも事実です。日本で円滑に生活していくには、日本語力
だけでなく、日本での生活力・生活の知恵も必要不可欠。今月は、梅雨時期の食品衛生管理や、部屋の除湿等
を積極的に呼びかけて、実習生の皆さんの生活力の向上の支援にも取り組んでいきたいと思います。 
 

実習生寮中庭の

ガクアジサイ（一

般的なアジサイ

の様に花が玉に

ならない品種）。 

 

 

はじめまして。昨年の８月から本校で講師をしております。 

黒田直登（くろだ なおと）と申します。  

いつも技能実習生たちが積極的に日本語の勉強をし、日本 

の社会に溶け込もうと努力している姿に感動しています。 

実習生たちには、本校での授業が終了後、実習先で安全かつ 

円滑に業務に携われるように、次のことに重点を置いて教え 

ています。 

① 実習先での上司の指示を理解し行動する。 

② 判らないことは聞き返す。 

これらのことは、多忙な実習先でテキパキと行うことが要求 

されることから、言葉の「瞬発力」を身に着けるよう、何回 

も繰り返し練習をさせています。また、実習生はこれから 

何年か日本で生活する必要があるため、その場の雰囲気 

にふさわしい言葉を使い、良い印象を持たれるよう厳しく指導しています。出身国及び我が国の産業界にとって 

大事な人材の教育に携わることができ、極めて光栄であると考えています。 
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今月のあじけん流日本語授業は、実習生の皆さんの漢字学習の様子をご紹介します。えっ、初

級日本語の学習者が漢字の学習？難しくないの？と思われるかも知れませんが、本校では、限定
的に（「立入禁止」「頭上注意」等全 24 個の漢字標示）、実習現場や、日常生活で頻繁に目にする
と思われる漢字について、カリキュラムの必修項目として指導しています。これらの標示の意味
が理解出来ることが、実習生の皆さんの安全で円滑な技能実習には欠かせないと考えるからです。 
しかし、これらの漢字の意味を着実に定着させるには、繰り返し、繰り返し、継続的に指導す

る必要があるため、学習者にとっても多くの努力と忍耐が必要になってきます。そこで、学習者
を飽きさせることなく、継続的に行える漢字指導はないだろうかという思いから生まれたのが、
今回紹介する活動です。この活動は、漢字の読み方と意味の導入、発音指導等を一通り行った後
に行う復習的な活動として位置付けられています。 

実施の手順は、先ず、２～3 人のグループに分かれて、漢字標示カードを自分達の机の上に広

げます（写真１）。次に、先生が言う漢字標示の意味を聞いて、その意味に対応する漢字カードを
取り合います。（写真２・３）。最後に自分が取ったカードの枚数を先生に報告します。（写真４）。 
 ゲーム性が高く、対戦相手も変えることが出来るので、繰り返し行っても飽きることなく、楽
しみながら漢字が覚えられる活動として、現在積極的に授業に取り入れられています。 

 

見本で作った特大紙飛行機を飛ばす実習生 

写真４：取ったカードの枚数を報告する実習生 

 

ここにはいるな！ 

８まいです・・・。 

写真３：カードを取り合う実習生 

写真１：カードを並べる実習生 

 

なんまいとった？ 

※ 当校ホームページ http://www.ajiken.jp/ から「あじけん通信」バックナンバーもご覧になれます 

  

写真２：漢字の意味を伝える講師 

 

たちいりきんし・・ 

 

たちいりきんし・・ 
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